
47年度当初予算は、全会計で 190
錯 5619万円、前年度当初にくらべ約

44億 3644万円の増加となり、 般

会計定歩'^では市税収入が40構内で、

54.7%の構成比となっている。

ζれは富市年当初に比較して12.21予
岱悼びを示した。

また、重宝輪車業からの磁口入れ績

は14億54∞万円宅見込んでおむ、一

般会計における自主到源は58億円で
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市
議
会
一
ニ
月
定
例
会
は
、
一
一
一
月
一
一
白
か
ら
二
十
む
百
ま
で
二
十
六
日
聞
に
わ
た
っ
て
、
議
事
会
に
開

会
、
平
塚
市
住
賎
饗

m審
議
品
の
設
置
、
七
十
揖
以
上
義
人
と
蚤
度
鍾
害
者
の
民
摂
貨
の
助
成
に
穏
ま

る
条
例
、
平
塚
市
営
住
宅
管
渥
索
開
の
一
部
改
正
、
新
設
の
タ
一
綴
ケ
什
採
背
閣
の
完
泌
に
よ
る
平
塚
市

開
育
所
条
例
昭
一
部
改
正
、
四
十
七
年
度
白
当
初
予
算
首
九
十
時
円
〈
1
面
)
な
ど
一
一
十
八
議
案
を
審

議
の
結
果
、
可
決
し
た
お
な
布
、
二
月
続
時
金
で
結
論
が
出
ず
、
継
続
港
斎
と
な
っ
て
い
た
市
割
弱
例

白
一
部
亭
設
呈
す
る
条
例
は
、
践
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

輔
平
曜
市
議
申
益
率
懇
話
譲
一
翼
理
事
築
基
金
幸
一
毒
玉
。
一
と
の
ほ
か
、
ご
み
し
皮
な

本
市
の
住
居
衷
一
示
品
向
滑
に
4
2
7功
一
基
金
は
、
同
時
間
ゆ
度
、
同
特
別
会
計
予
一
棋
に
つ
い
て
も
次
の
と
h
f

で
い
〈
た
泊
、
市
議
会
議
官
周
五
人
以
内
一
揮
の
定
め
る
と
ご
ろ
に
よ
る
。
一
た
。

知
識
経
験
者
二
人
以
内
、
関
轡
行
政
融
一
盟
平
揮
市
醐
閣
議
制
の
処
遇
と
清
掃
円
出
随
一
ぎ
な
マ
一
般
拠
金
・
無
料

員
三
人
以
内
、
市
昭
職
員
凶
入
以
内
由
一
す
る
東
側
一
マ
特
定
掛
金

十
朗
人
以
内
で
、
平
婆
巾
仕
麿
表
示
審
一
一

ζ
の
条
例
で
京
市
り
崩
事
物
の
処
渥

議
会
を
設
鐙
レ
た
も
の
.
番
議
会
は
市
一
お
よ
び
情
掃
に
関
し
て
一
般
活
棄
物
の

長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
住
居
雲
市
実
施
一
処
理
苛
閥
、
事
業
者
の
廃
現
物
に
対
す

に
と
も
な
う
い
っ
さ
い
白
川
柑
刊
を
調
安
一
る
自
己
の
費
iそ
透
市
の
ご
み
収
集
、

審
議
古
品
も
の
一
、
一
処
分
持
業
に
支
障
を
及
ぼ
す
有
嵩
有
轡

覇
平
揮
市
復
興
土
地
区
覇
務
種
輔
融
制
議
一
朝
買
や
一
揮
発
性
の
も
由
、
土
塊
、
コ
ン

盛

操

倒

一

ク

2
1ト
破
片
、
右
な
ど
を
一
般
隠
棄

ζ
の
設
盛
田
思
的
は
、
後
面
開
+
海
底
一
物
に
混
入
し
て
は
な
ら
な
い
、
ま
た
、

留
務
理
事
業
の
保
留
地
怨
汚
金
お
よ
び
一
委
量
死
で
た
一
般
麗
棄
物
は
、
あ
后
か

情
算
金
徴
収
金
吾
議
み
立
で
、
復
興
土
一
じ
め
市
長
に
申
し
で
る
な
ど
、
廃
禁
物

地
区
麗
熟
連
日
事
業
日
比
域
内
の
都
市
施
設
一
色
処
理
基
条
例
に
よ
っ
て
明
確
な
も
由

自
轄
識
に
あ
て
る
た
め
、
復
興
十
趨
区
一
に
し
た
。

行政繍談・法線格談毎月第3土曜

13"季-16時/市民傾談室(広修練3
Il>恕ごと相談 a毎月第い繕3月綴9時噌

15時/市長線談室{議銑》 プラスチック加工等)毎月第3本13時噌

?有税相談唱Z89待句 1?患者紫綬/市5義務調 16時/市民.談室(趨工縁}

宅地建物祖談毎月第4火曜，13時-16稽 霊堂記棺緩毎JEl，3創引部ト!刷新聞銀盤

教膏携議恥木、食、3:‘凶毎89時句 ii曜の捕薮/(22)2711代i
写研究#

ヂ810時-16時常謹f密 教宵相雪量 毎遜月・水・金・土瑠沼

笠通事故繍談待遇水鴎 10待叩 16時
'f89雲寺内噌 16時電話f撞 S草地・援物格談毎月第 i金環 10'寺匂 16時

法律槍談第十第3 第4金磁 13待.....161t争
相競毎月第2週昌の 約奇襲擦談篠週火ー本線9崎市 16崎製湘軒坤

b雲寺内~1511:参/，趨工銭 高軍令審議韓掠議!lR第 l'第3村富 10待-1

お気軽比
一一一あ立たのための綴談窓口一一一

毎月第安土瑠9時、 12

{求人相読も含む}怒遜

道ヤ仇日
司

J下共

一

公

の
一
部
、
量
的
1
合
暴
露
吋
醤
の
一
部
、
国
語
。
一
部
、
暴

ま
で
、

M
番
目
一
部
-
一
四
一
部
、
沼
蕃
の
一
部
、
お
番
目
一

華
街
・

1
審
の
ー
か
ら
8
番
の
ロ
求
一
部
、
泊
番
白
一
部
e

で、

9
番
の
一
部
、
口
番
昭
一
部
、
一
円
V
桃
浜
町

-m番
か
ら
町
出
番
の
却
ま
で

ロ
番
の
一
部
、
岱
番
自
ー
か
ら
η
番
一
の
一
部
、
品
番
の
ー
か
ら
一
切
番
の
宮

の
却
ま
で
、
叩
四
番
mU4か
ら
お
番
目
一
ま
で
由
一
郎
、
町
山
番
か
ら
間
出
番
ま
で
一

a仲
間
口
か
ら
百
十
駿
広
間
印
紙
を
姑
ら
な
い

4
ま
で
、
お
番
目
一
部
1

幻
番
め
1
一
白
一
部
、
別
番
の
ー
か
ら
出
番
ま
で
一

か
主
番
目
7
ま
で
、
出
番
目
一
部
一
の
一
部
、
同
番
目
ー
か
ら
事
ま
で
一
翼
年
金
保
険
棋
の
納
付
方
法
義
一
に
な
る
。

蓄

の

一

部

。

干

の

一

環

器

か

ら

響

ま

で

〈

た

一

育

て

、

一

括

検

認

方

事

実

施

す

る

一

語

、

震

原

告
d

史
し
て

タ
鰯
ケ
丘
-
m品
種
目
一
部
、
幻
惑
由
一
一
だ
し

m穐
間
番
、
強
替
の

t
m一
マ
劉
属
部
品
孟
誌
に
却
舗
を
駐
ら
な
い
一
方
で
、
昭
和
由
主
ハ
年
度
の
保
険

ー
か
ら
窃
番
の
泣
ま
で
、
持
番
の
一
一
番
由
政
、
加
議
の
日
阜
、
J

除
く
)
溺
番
一
円
v
本
年
四
月
一
毘
よ
り
療
施
一
一
部
が
ま
だ
宋
納
と
な
っ
て
い
る

部
、
事
の
一
部
、
醤
白
一
部
、
一
か
ら
馨
写
会
資
警
官
一
従
来
、
震
年
金
探
検
軒
目
納
骨
は
一
も
わ
れ
る
章
、
い
ま
一
考
品

目
町
議
の
ー
か
ら
ぬ
替
の
布
市
事
、

ω一
叩
4

曲
家
で
白
一
部
、
裟
お
ら
閉
山
番
一
手
綬
叱
印
紙
キ
貼
り
つ
円
、
検
認
レ
中
長
一
の
…
国
間
益
金
千
日
間
ヰ
謁
ベ
て
、
納

番
の
一
部
、
署
の

1
2撃
の

一

白
4
ま

で

。

一

け

る

ζ
ど
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
五
て
い
ろ
保
険
誌
、
三
喜

2
ま
で
、
出
番
の
一
部
、
蓄
の
一
一

X霊
i
番
官
、

6
誌
の
ー
か
す
、
閉
月
か
ら
は
芋
曜
の
検
芝
議
一
し
い
。

部
、
出
誌
の
ー
か
ら
町
山
番
の
9
0モ
一

ら

6
番
目
立
ハ
て

7
品
の
ー
か
ら
(
に
検
沼
山
花
押
γ
ば
け
で
ぎ
せ
、
三
納
付
は
、
市
配
防
年
ム
宮
沢
一
の

マ
干
否
両
国
ケ

1
各
市
山
一
部
、

Z醤
の
一

7
4曲
の
立
ぞ
白
一
部
、
行
番
の
1
一
の
川
均
一
附
向
に
印
紙
品
川
器
官
附
し
て
一
戸
7
号
か
、
駐
在
嵐
広
ベ
ヘ
・

一
向

5
番
由
一
部
、
十
二
番
目
二
基
の
S
、
互
の
S
、
響
の
2
一
事
後
と
の
き
め
宅
て
行
雪
ミ
。
一
悶

E
買民民寸年

部
埼
。
…
平
毒
塚
市
喜
霊
営
鐙
坦
轟
議
揚
豪
敷
拙
。
一
て
vと主〆ι色」
訊
れ
花
主
よ
つ
ぞ
て
、
被
護
保
険
草
者
の

2みな
と
一
は
は
詩
前
民
量
部
保
震
険
年
ま
金
諜
笑
へ
〈
議
電
霊
幻
.
一

マ
襲
曲
.
幻
語
番
の
竺
一
笥

5M謹
番
君
の
竺
ニ
一
す
マ
議
隠
賢
入
.
ニ
一
芸
一
石
七
汽
量
五
番
警
由
奈2ら金一ニ一石互:七乞去1一
吉
宰
吉
宰
完
一
ん
ん
の
皐
保
襲
得
白
罰
剖
便
急
露
努
毒
岸
一
喜
内
富
融
一
二
一
Z
一二一一
z一一口〉

期
『
醤
め
一
部
、
蓄
の
一
笥
一
九
六
章
胡
ま
で
の
一
部
}
金
事
務
知
一
壊
と
合
霊
化
さ
れ
る
と
と
一

ヘ

ク

タ
ー
ル

贈りh
B
 

A
N
 

dMr 
A
t
a
，
 

d
拘A曲

門



し
込
ん
で
ほ
し
い
@
(
T
E
L沼
・
院
の
枝
民
/
内
容
①
イ
タ
ηJア
ン
②

七

σ一一九
)

q
印
は
対
象
。
ス
エ
ー
ー
デ
ン
刺
し
?
っ
③
染
物

マ
背
中
年
数
聾
議
盛

-A毎
月
お
日
マ
己
ど
も
侠
顔
劇
場
・

5
R
5
日

臨
公
立
平
塚
青
少
年
金
揺
(
市
役
所
〈
火

v
m除
却
分

im山
時
却
分
「
莞
(
金
)
U日時
i
m時
吋
ア
マ
ゾ
ン
の

北
側
文
化
セ
ジ
占
1
内
〉
で
は
、
今
し
〈
住
者
た
女
性
た
ち
』
講
師
制
作
家
魔
境
』

H
小
中
学
生
・
一
般

月
も
次
白
行
事
を
計
画
、
小
、
中
学
武
奔
場
ナ
民
un青

往

年

竹

V
青
少
尋
の
つ
ど
い
・

5
刃
包
日

生
は
も
ち
ろ
ん
、

'

p

;

ー

‘

(

水

)

玲

時

ぬ

分

一

審

少

年

か

ら

吋

ノ

ル

i
ト
議
室
長
も

f
m時
男

護

士
窮
由
み
な
古
ん

d

二一一，曹、

a
E
4

し
合
い
と
レ
夕
刊
μ

等

、

幅

広

く

市

縛

聾

の

新

謝

撞

鶏

を

韓

罷

ェ

!

シ

ョ

ジ

』

問

問

自

み

な

さ

ん

の

マ

フ

ル

ー

ト

教

室

輯
緩
釣
な
参
加
を
持
っ
て
い
る
.
マ
背
少
年
デ
ッ
サ
ジ
懇
話
・

4
月
四

S
5月
日
立

1
7月
刊
日
吉
毎
白
血
木
曜

と
の

m
R
K独
立
し
た
剣
道
場
吾
臼
1
6月
初
日
居
間
週
火
臨
日
『
石
ζ

白
河
時
加
分

f
m時
間
山
分
『
初
心
者

新
し
く
建
議
オ
毛
ζ
と
に
な
っ
た
.
う
デ
ァ
ず
シ
白
基
礎
か
ら
創
作
ま
の
た
め
由
y
ん
1
ト
』
講
櫛
柴
田
氏

鉄
筋
平
屋
建
て
一
一
一
一
一

δ
毘
!
万
抗
、
ヱ
で
』
講
樹
特
則
氏
日
青
少
年
民
日
青
少
年一

費
は
約
二
千
百
方
向
。
マ
青
少
革
文
化
教
箆
・

4
月
幻
留
か
マ
ス
ポ
!
y
教
袋
町

5
月
四
百
T
7

な
拐
、
次
の
催
し
物
に
酔
加
を
希

B
6月
ぬ
日
毎
週
金
種
目
四
時
ぬ
分
月
お
日
毎
趨
金
援
日
施
時
初
完
3
加

盟
千
畠
人
は
、
直
接
、
間
企
館
へ
申

i
m時
初
分
自
苧
誉
教
護
講
師
去
時
同
制
労
務
長
室
町
品
輸
血
ぎ
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忍
離
と
勇
気
と
決
断
を
も
っ

(11) 

鍍上。のはげしいオ〈援物を毎月第3金礎自

に安〈販売します

φ鍔 1路=コ4Jヨ21日〈金)14時とる

いか山80円〈市街 15昨IJ)

〈次童書からあじ、さは、吉んまコ

醸コース・平揮車問z 真鶴駅ー荒井誠肢と先住

者居住跡一内袋観世百一自然植物留一三三y

石海開一真鶴漁渇鼠外主望選期トー真鶴釈=

平塚駅

ヰ /2君13 (認〉

雨天のとき 4Yl30日

盟 書 建 骨

平揮車問北口 7時切分

#議、木豊富、経鑓(受理語草壁 3∞符〉
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市
交
通
安
品
調
朝
間
仔
な
っ
て
い
る
月
一
臼
か
ら
護
漂
白
痢
月
三
十
日
ま
一
一
宿
泊
克
舞
金
を
も
ら
え
ま
す
か

g

ご
回
以
上
あ
っ
て
も
昆
鱒
金
は
も
ら

平
塚
市
交
遍
災
害
共
揮
mv共
時
期
間
で
開
障
害
れ
る
。
〈
答
白
い
い
え
、
加
入
で
害
告
の
は
え
す
ず
か
。

が
今
月
い
っ
ぱ
い
で
切
れ
る
た
崎
、
見
緑
金
額
は
、
死
乙
立
千
万
円
、
一
人
一
口
で
す
。
(
答
)
そ
白
つ
ど
支
給
し
ま
す
。

い
ま
、
切
り
替
え
加
入
を
受
け
付
村
一
年
以
上
の
大
け
が
十
五
万
円
、
六
(
間
)
共
済
の
一
期
限
は
、
毎
年
内
角
川
〈
問
)
け
が
の
程
度
が
艶
初
白
診
断

て
い
る
。
焚
通
安
会
諜
で
は
、
「
市
か
月
以
上
十
方
向
、
三
か
月
以
上
吉
一
一
寸
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
重
か
っ
た
場
合
の
見
返
金
は
ど

箆
栢
室
町
制
度
で
奇
心
ー
か
ら
、
ひ
と
万
円
、
一
か
月
以
み
一
万
円
、
一
週
継
続
し
て
加
入
し
た
い
の
で
す
が
。
う
な
り
ま
す
か
。

り
で
も
多
く
加
ス
し
て
ほ
し
い
」
と
間
以
土
買
手
円
の
昆
舞
金
加
で
る
。
(
害
)
閣
制
限
的
切
れ
る
一
か
方
前
か
(
答
)
見
韓
金
子
中
受
け
て
も
、
重
く

呼

び

か

け

て

い

な

っ

た

診

断

書

吾

る。

nH柑
申
容
輔
自
砂

L
巧

嗣

炉

事

、

弔

慰

L
円
炉
事
向
、
照
山
明
皇
、
」

P
1醐
号

え

て

、

再

謂

ま

と

の

戦

塚

市

交

量

五

金

〓

ノ

官

官

d

富

札

噛

嗣

田

園

融

制

覇

4
4一
事
お

3
4唱
を

す

れ

ば

、

差

額

を

時
四
時
間
交
鶏
薬
害
共
務
こ
ん
ま
場
合
は
?
支
持

F

吉

ん

に

加

入

し

て

に

移

行

し

て

か

ら

も
ら
い
、
万
一
安
遜
事
故
の
た
め
不
申
し
、
品
。
受
け
付
け
は
、
市
役
所
ら
、
次
の
亭
約
申
し
込
忍
各
し
て
拍
一
年
急
措
軍
た
と
き
は
、
議
求
で
幸

華
民
み
ま
わ
れ
た
と
や
君
、
市
か
ら
免
市
内
各
農
協
、
銀
行
で
い
つ
で
も
加
け
ば
、
護
制
し
て
加
入
し
て
い
る
こ
ま
せ
ん
。

舞
金
伊

h

受
け
る
ζ
と

が

で

幸

也

制

度

入

で

き

Z

。

と

に

な

り

J
P

子
6

〈
問
)
加
入
省
が
事
故
で
郡
山
」
し
し
た

で
あ
る
。

A
V

笠
通
一
薬
害
共
房
一
こ
ん
な
塙
告
は
・
(
岡
山
)
市
以
外
で
交
通
事
故
に
あ
っ
蝿
合
、
見
鵠
金
は
だ
れ
が
も
ら
ろ
白

掛
付
金
は
、
お
と
な
一
人
年
額
一
一
一
(
問
)
代
淫
人
で
も
申
し
込
む
や
か
で
も
見
持
金
は
も

ιえ
ま
す
か
。
で
す
か
。

蕊
円
、
中
学
症
以
下
の
こ
ど
も
詰
巾
内
容
廿
)
申
し
込
め
ま
す
。
(
答
)
支
給
し
ま
す
。
(
答
)
加
入
者
の
遺
広
巴
方
が
没
取

七
十
掲
以
上
白
岩
人
一
一
百
円
で
、
五
翁
)
一
人
三
一
口
加
入
一
す
れ
ば
、
九
締
)
持
摂
期
間
中
V
L
交
通
事
故
に
人
と
な
り
ま
す
。

市
続
発
パ
ム
殺
は
、
今
月
十
五
古
か
ら
一
円
申
し
込
み
輔
の
機
梧
}
①
昭
和
四
十
一
区
聞
こ
と
に
受
け
付
け
る
の
で
、
申
し

τ地
区
宝
栂
伎
(
担
う
み
す
み
)
回
一
六
年
一
月
一
日
以
前
か
品
弟
在
家
で
約
一
と
み
後
四
区
留
め
変
更
は
で
き
な
い
、

子
十
一
夜
一
留
の
哨
嬬
巧
譲
壱
関
抽
す
一
事
続
い
て
京
市
住
箆
奉
車
台
援
に
登
録
一
し
た
が
っ
て
、
現
地
を
必
ず
縫
認
沿
う

が
、
己
の
ほ
ど
そ
り
分
譲
部
壊
と
信
一
一
し
て
!
あ
る
人
。
⑦
自
分
出
企
む
尽
宅
吾
一
よ
九
、
申
し
ζ
ん
で
ほ
し
い
。
@
申
し
こ
手

不
発
表
し
た
。
一
建
築
す
る
一
話
、
憲
号
援
と
す
る
一
み
は
会
社
評
定
白
申
し
込
点
用
紙
に
必

な
お
、
申
し
込
芸
用
紙
交
MNHの
一
四
一
人
で
、
自
己
の
家
屋
、
ま
た
は
企
勉
在
一
害
事
議
を
記
入
し
、
関
偶
書
薮
壱
提
出

一
十
五
日
か
ら
、
市
役
所
市
島
相
殺
憲
一
所
有
し
て
い
な
い
人
1

③
現
在
、
同
居
一
し
て
く
だ
さ
い
。
③
申
し
こ
み
は
一
世

て
宅
地
分
譲
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
去
晶
一
し
て
い
る
親
族
が
一
名
以
ヒ
為
る
入
、
一
帯
一
区
函
に
磁
石
。
④
受
け
つ
け
番
号

叩
古
品
。
一
独
身
者
は
現
化
裁
と
同
居
し
扶
養
し
て
一
は
抽
選
番
号
と
な
高
。
⑤
朝
司
法
、
電
話

門
申
し
込
み
用
紙
交
付
〕
昭
和
問
十
七
一
い
る
一
場
合
陀
限
る
@
④
+
仇

出
完
月
十
五
臼
(
宝
玉
土
さ
)
1凶
月
亙
二
一
平
十
五
五
一
鮪
結
の
眠
諜
酎
、
土
地
代
金
定
額
納
入
で
一
け
な
い
a

〈
火
)
市
役
務
市
民
相
訣
量
一
一
章
告
人
!
⑤
土
地
売
商
問
要
約
締
結
目
白
一
門
現
地
察
内
〕
昭
和
民
十
七
年
自
月
一
一

一
か
ら
ん
一
一
年
以
内
民
住
宅
の
建
築
を
同
市
民
一
+
一
一
一
日
(
日
)
5四
月
二
十
五
日
〈
穴
)

す
で
き
Z
A
@
市
県
民
税
ゑ
弱
々
。
れ
午
前
十
時
5
午
捜
=
一
時
公
社
職
員
が

て

い

る

人

。

一

現

地

で

築

円

吉

令

{
申
し
込
品
官
選
〕
①
申
し
こ
み
は
各
一
門
申
し
迅
み
〕
昭
和
樹
十
七
年
四
月
一

宅地分毒事面積と郷額一覧表

話密tm'機) 輔〈円〉輔 爾〈掬2輔) '" 竃民
〈円〉

1 I 2Q2.11 3，578，40事 32 平1).94 3，910，638 

2 1 195倒} 3，490，500 33 ! 21仏 国日;託子3 I 195車。 3，490，500 34 ! 21詰 .. 

" ! 195.00 3，490，500 35 I 210.00 3_7昌9，000

5 1 195か3 3，490，500 36 ! .2{)唖_'" 3，122，220 

畢 195.00 .3，490，500 31 1 1宮'_97 3，563，4量。

't I 17曹" 2，91事由 54吾 3. 202，50 

事 2由5自由 3，4量0，500 39 202.50 

冒 195.00 3，490，50骨 40 I 202酔50 3骨量24.75也

同 195曲 3，'章。芳500 41 I 202.5自 3，624唾 750

会ト?19::5曲 3，490，500 岨
202.50 3，624，750 

82 13，415，678 11 43 197.宮7

333p1，556642334，946746350 3 0 50 I 3，624.150 11 44 197，97 

202，50 

L担羽 ω留 ω .‘' ， 

202，50 3‘624，750 

202.50 3，624，750 

202，50 '3，624，750 11 48 202.50 .3，584，250 

銅器禁 202.50 

3315，，695294438v，7S745130 3 1 1告，.宮7

139.77 

21 1 202.50 243.27 ，飽6.936

22 j 202.50 195.00 
33，，44990o，.550c 8 o 

1事5告。

55 190.82 3，434，760 

1; 6腸a u m g" ? i 

197. !n 3，563，460 

202.50 3，624，750 

202.50 3.624..750 

202.50 3.624.ω7SO 

202.50 3，624，750 

202.50 3， 624~ 750 

197.91 3.563，460 
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φ
初
年
度
俸
給
月
額
三
万
円
(
家
・
食
a

伎
っ
き
}

φ
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

令
問
い
合
わ
せ
・
自
衛
隊
平
塚
事
務
所

電
O
四
六
一
一
一
則
六
一
六

O



¥
、
官

S
F

限
月
ニ
国
司
小
・
中
・
曹
聞
授
の
生
議

J
J
i

と
東
海
大
詰
描
生
に
よ
る
音
楽
隊

市
中
パ
レ
6
ド
が
、
事
行
者
交
留
安
酎
利
用
し
て
瞳
串
か
ほ
行
な
わ
れ
た
@

-八回虫[給民

・真壁 捕E右

Z関 冶商 事E

多年自治K番l培され、市政の伸揮に湾与さ

れた方々の功労に対し揺謝の滋を表するも。

です。

a安藤好号車民・柿沢構主部lXi・ 1x藤 武E日
加藤芳枝民'金子吉蔵民・ }I[ロ賢三民

'柴原昇氏嶋津 龍民 B 鈴木竹次郎民

ー出中西国自民・津田初二民・土屋照久fl:;

-角田鎮雄民・戸Jlf 貞斑民昭密閉藤太郎民

・内藤敬-t".内藤寓次郎民・平田 主主営民

ー平野勝二E五・府}I[ 勝詞民・藤沢 位範民

・古家安治民・星野畳富雄民・前国 議信局

・矢嶋産泰道主氏 山区若 島ま臣民〈五:十i音順コ

4シ沼木]63 0 5 
9 万田 60 1 

京子天[C恵まれた4月 1臼、市民セジ夕、ーで

開得者040周年乱念式典が単行され、 100 0 
余人の亮廿存者が出席し、 40年白過去を偲び

将来へ白罫喜怒吾奮い古った。席上、市民表彰

と自治安響力3行なわれた。

E市毘妻便器3

平器市街i施行40周年を記念して市民の議行

言葉靖を夜帯するものです。

・山口平八氏平塚市黒部丘7-26
・落合政吉民 l' ~吉松町 7-2

・井仁茂平民 タ代宮街J29-1 8 
@意閏重量久民 タ耳耳石町 12-2
・陣原忠治郎fX; p 立野町7-4
・福嶋随昌司 タ間金目 17 0 
.'il'11言宣英民 ク平塚23吉 3

〈花いっ iまい護憲重力〉 ♂益法完
封シ磁11'， 務 内3211、新をさまわり認申書軍司Pパラ出蕗木などを配布

Lた9

一
由
、
記
念
式
典
と
文
部
講
演

金
。
一
一
間
は
う
一
一
ジ
オ
閉
山
間
開
放
送

が
行
な
わ
れ
、
市
毘
ホ
ー
ル
を
人
宅
埋
め
つ
く
し
た

< > < > < > 青 年 教 室 学 識 生 募 集 。 。 。

ロ際競甥務・ 47年 5月-4呂年2河

鐸Fl319J18時-20碍

む学習場所・平揮膏誹年金鰭、韓毒事公民重量

ロ学 童葺・ 1た極茶道、車滋>l<緩執務A、理謹轟

木田盟料理、手ヱ主主~ペシ宇、絵鴎 金

規霊 A 専潟、韓議窃

格ー諮問主主役在勤の18-25競男京

:iZ;.市青少革醸へ4fl 15，ヨ-28日霊祭7J(午後

§時まで受付〉

む軍軍用.離料〈ただしテキスト代等興費量廼恕〉

5/2 馨らしとコマーシヤ)!-

5/9 家計管理のしかな

5/16 1IlI毅見事

5/23 サー記1の箆い方

5/3日産穏を帯える

告/6 膿界との鹿談金

(犠重量9罪事) 実望書主義

。毎週金際問

(13時3日分-15時3自分〉

。テーマ/暮らしの設計図

。 内容/ライフサイクJしと主主

活設計、教育、伎宅、老

後、会限

。学習/1/ミ/-4マーブラ VのTこ

てフョ

会襲警はZjZ綴潟重量生活センター

口 調

ロ串



家
出
少
年
が
堵
行
犯
は
し
る

殻
険
性
は
、
当
然
考
一
a
E託
る

と
と
だ
e

一
昨
時
の
蕊
許
で
も

保
護
し
た
家
出
川
少
年
白
九
出
閣
が

犯
暗
号
お
か
し
、
一
一
一
二
二
品
川

が
犯
持
也
被
九
省
に
な
り
‘
こ

れ
も
や
が
て
自
ら
が
ぽ
行
に
は

烈
月
は
、
青
少
年
に
と
っ

τ

し
る
。
少
年
一
惇
不
良
グ
ん
l
プ

進

学

や

就

職

な

ど

自

禿

た

ち

の

や

暴

力

図

的

絶

好

の

館

で

あ

る

昂

務

頭

山

舗

が

大

き

〈

変

氾

し

、

@

覇

出

躍

闘

を

画

中

い

う

ち

に

心
獲
的
犯
動
場
宮
hw
時

期

で

も

家

出

を

訪

ぐ

犯

は

家

庭

環

境

あ

る

。

欝

桑

で

は

、

四

月

中

、

挙

事

、

ず

る

己

と

。

探

護

者

は

家

出

ヂ

理

発

見

樺

援

活

髄

巻

強

主

だ

ん

り

し

つ

け

教

育

主

長

溺

化
宮
全
n訟
で

、

市

島

田

み

な

体

様

中

な

ど

由

空

港

指

摘

押

な

と

き

ん

に

家

出

少

年

自

発

克

犯

協

適

切

な

助

言

を

し

た

い

も

の

@

カ

し

て

ほ

し

い

と

呼

び

か

け

て

ま

た

、

艶

護

者

が

少

与

に

太

い

る

。

藷

主

期

待

を

か

け

す

ぎ

る

こ

と

φ
苧

生

生

桂

に

多

い

%

鞍

に

つ

つ

し

み

た

い

。

照

的

昨

年

、

県

下

で

家

出

少

年

を

号

取

く

活

廷

し

て

つ

町

立

』

也

ζ

叩
八
百
十
四
人
(
ζ
m
g
h
J
ち

女

子

と

が

大

改

だ

。

一

一

一

言

八

十

九

人

心

も

発

見

、

保

@

串

く

議

一

け

出

る

設

し

た

包

と

申

ほ

か

従

来

発

馬

家

出

少

年

の

授

需

癒

い

な

ど

の

輩

出

中

年

も

か

な

り

予

想

吉

懇

損

ヘ

由

届

け

出

は

、

車

け

れ

れ

、

興

涼

む

家

出

少

年

は

己

の

ば

早

い

ほ

ど

、

転

落

寸

前

に

あ

数
字
号
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
閉
氏
、
高
校
生
日
七
十
九
人
で
あ
っ
た
.
る
少
年
に
対
し
て
よ
り
自
マ
長

月
別
た
み
て
、
一
番
多
か
っ
学
生
定
徒
の
家
出
血
同
議
は
冗
ぢ

φ
翠
聞
は
遊
び
ぐ
ぜ
な
ど
と
の
救
い
の
芋
告
や
さ
し
の
べ
る

た
九
月
だ
け
で
、
発
見
保
議
ぎ
十
六
人
、
ろ
ち
女
子
ニ
首
ご
十
開
杯
出
の
第
一
は
、
遊
び
ぐ
せ
と
と
が
で
き
る
。

れ
た
言
霊
十
四
γ
八
白
少
年
白
う
六
人
品
、
…
数
え
、
職
業
が
あ
ろ
少
が
つ
い
て
家
出
し
た
学
生
立
総
潜
京
で
は
、
四
月
の
月
間
中

ち
、
学
生
住
徒
は
百
二
人
で
余
年
泊
四
十
二
人
(
次
子
七
斗
九
が
噺
然
多
く
、
次
に
精
子
の
対
唱
単
欝
察
審
ま
た
は
、
市
青
少

体
の
約
↑
H
U
一
掃
を
し
め
て
い
る
人
)
、
無
職
首
豆
十
六
人
〈
う
話
不
足
な
戸
家
庭
内
白
ど
ペ
己
年
課
内
H

青
少
年
相
談

F
K

次
回
職
業
本
一
も
っ
て
い
る
伊
年
ち
女
子
八
十
四
人
)
と
な
っ
て
た
が
鼠
闘
で
家
出
す
る
少
埠
も
輩
出
入
M
相
談
所
壱
設
寵
し
て
担

}

一

十

七

人

、

無

職

止

年

二

十

五

い

る

。

か

な

り

多

い

。

口

、

い

ろ

い

ろ

行

相

談

に

応

じ

人
で
あ
っ
た
。
平
抵
市
内
で
も
、
間
間
十
六
年

φ
晶
ぶ
な
い
、
野
行
筋
て
い
る
。

診
も
さ
一
証
言
a
g
h
a
g匂
agh-SEam--句
a
g島
awmn一shaghat-zhag&z一喝さ弔
a
E
-喜一一
-2fe鞠一
ZEE-aESEE--e弘司
gs↑

z弔
a
e
h
S
F
Z
3
g宅
}FEr--zι
司王町一言
3
F
T
Z
E一喝
823p

刷

i
i
i
i
m

一
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
@
吋
y
t
探
態
箆
職
員
な
ど
。

露
連
L
L
之

震

襲

撃

時

四

第

一

喜

一

一

マ

と

君

主

土

谷

〈

与

が

喜

一

基

金

書

、

言

語

講
E
j
t重
要

望

終

巧

車

一

外

入

一

一

一

月

一

平

一

臼

(

会

等

、

待

費

一

ケ

チ

と

会

長

い

や

す

い

台

所

一
以
額
一
一
曜
、
金
溝
口
泊
二
回
午
慢
六
時
か
ら
一
調
国
間
中
書
留
な
ど
。

盟
関
月
一

B
か

ら

重

度

醸

出

費

者

に

も

一

騒

一

一

v斜
計

川

県

護

保

健

一

言

葉

霊

襲

撃

〈

掛

)

一

一

一

一

円

、

従

業

民

九

人

)

-

勾

Jっ
と
一

1
.一

畿

支

給

対

象

を

拡

大

…

新

保

険

証

山

一

害

時

語

、

i

四
月
一
日
主
翼
護
保
険
以
外
一
か
皇
霊
畠
智
義
ず
る
@
一
、
主
人
以
医
療
遺

L
F
Y金
一
語
気
人
員
・
先
着
七
丈
ま
で
一
県
で
は
、
重
い
、
議
警
者

(5
一

日

日

一

従

業

員

白

書

謀

、

毒

自
す
べ
て
自
襲
探
検
に
突
し
て
い
一
震
の
障
害
者
と
は
、
①
一
撃
た
一
額
か
ら
材
加
等
分
長
い
た
頒
毒
一
マ
受
講
料
・
襲
。
一
に
在
宅
童
撃
手
当
キ
支
給
し
て
い
一
川
は
浅
黄
色
川
一
も
す
ぐ
れ
、
工
科
管
理
事
よ
れ

る
七
十
歳
以
王
の
お
と
し
ょ
会
重
一
は
一
一
組
事
量
重
量
轟
っ
て
一
成
芸
品
。
一
マ
講
師
園
史
学
襲
、
各
コ
ン
ず
ん
と
る
。
と
の
霊
は
、
凶
月
一
員
宅
一
四
月
一

gb露
健
康
保
険
富
一
塁
存
笠
宮
で
キ
ャ
ッ
チ
す
る
。

度
障
害
者
最
重
量
警
品
。
一
い
る
障
害
者
窓
襲
撃
一
ニ
十
五
以
一
手
続
語
、
皇
、
領
異
様
険
一

i
A
l
l
i
-
-
i
i
i
i
E
n
n
H
U
M
I
l
i
-
-
i
i
a
n
i
l
-
-
i

従
来
は
市
内
に
一
年
以
上
浸
む
七
十
一
下
白
精
神
薄
弱
者
③
一
二
融
自
身
障
障
害
一
証
骨
持
コ
て
、
市
福
祉
事
務
所
探
護
課

最

上

田

老

人

室

長

費

者

で

量

襲

五

十

ま

品

目

謹

一

塁

、

手

創

M

r

u

ω

宮
崎
和
性
与
欄

節
目
ぜ
て
き
た
が
、
賢
一
日
か
ら
は
一
室
と
な
っ
て
い
る
。
一
〈
わ
し
い
さ
は
、
震
-
一
七

σ

前

か

で

き

ツ

む

ト

あ

〈

、

し

コ

だ

略

語

善

意

下

旬

爵

怒

号

、

へ

で

一

塁

雪

量

障

害

喜

重

。

量

一

一

四

時

即

断

主

力

跡

内

抗

駅

出

悦

川

口

醐

μ
晒

@

護

保

険

托

加

ス

し

て

い

る

七

量

、

抗

え

白

い

す

仲

、

な

、

よ

長

ポ

つ

選

同

一

刊

の

お

と

し

よ

り

晶

望

書

喜

一

恭

鱒

女

性

対

象

ι

r

m

山
誌
沼
山
首
ネ
ム
…
悦

伸

一

義

市

内

花

七

十

費

者

主

一

若

い

人

の

家

庭

づ

く

U
教
護

rhh地
。

笠

間

泊

目

出

掛

時

立

口

跡

調

μ
お

し

主

り

は

笈

千

奇

人

い

る

と

思

わ

れ

一

、

ク

植

活

…

花

と

た

か

た

き

自

て

、

ま

寵

〉

輯

そ

の

皇

、

約

義

慰

霊

外

畠

一

神

一

奈

川

県

平

塚

保

欝

で

は

喜

一

を

開

催

事

。

戸

出

側

二

日

川

広

告

刊

か

草

間

車

襲

警

加

入

し

て

い

る

・

一

喜

い

議

案

要

会

審

答

貴

一

一

議

事

懇

ず

ら

也

八

時

は

が

き

こ

た

し

・

た

お

ち

た

作

占

っ

て

ち

乙

で

っ

た

E
経

一

主

、

市

内

に

一

年

以

走

菌

骨

一

義

的

議

選

管

、

将

来

震

で

一

襲

、

雪

(

ふ

品

な

)

、

年

齢

叶

仙

一

詩

仏

A
M

立
J
J
?。
は

M
M
哨

胡

城

間

市

醐
以
外
由
像
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
讃
一
間
vhv
い

窓

庭

石

つ

く

っ

て

も

ら

い

た

い

一

連

絡

先

賢

話

費

勺

、

動

議

今

自

記

し

た

め

花

た

ま

さ

じ

-

も

り

ミ

す

た

い

ば

か

い

う

し

金

一
度
目
障
室
長
し
て
曳
賢
一
日
一
と
、
暑
い
人
の
憲
一
〈
り
撃
」
一

E
E
Z平
塚

一

保

健

所

に

仕

立

設

か

京

日

た

山

設

立

蹴

泊u.選号議議議蓉箆物議認).車載ひらつか

ヲ曲
、醐醐

昨
年
一
年
間
で
は
、
小
山
下
ル
比

七
十
三
人
、
中
学
生
二
自
六
十

中
に
一
一
一
十
一
一
一
人
白
家
出
少
年
壱

保
護
、
う
ち
キ
九
人
か
女
子
で

輩工省宮7フラワーポットの草花はなげ〈

つ

第
十
六
周
平
塚
市
労
働
祭
は
、
平
掃
迷
田
玄
関
山
障
か
ら
選
出
さ
れ

次
の
日
程
で
町
田
響
。
れ
る
@
た
お
十
一
一
チ
ー
ム
ロ
一
百
八
十
八

前
年
と
変
わ
っ
た
点
は
、
出
宵
る
に
よ
っ
て
信
勝
ゑ
剖
…
コ
e

祭
が
野
球
・
パ
レ
!
大
会
を
や
め
マ
d
E祝日間・
4
月
m
u
d
河
川
時
初
完

て
、
己
と
し
は
ポ
l
Hジ
グ
大
A
M
l日
時
ぬ
分
市
民
ヤ
ン
h
m
l
(郷

陀
な
っ
た
こ
と
と
、
的
使
祭
が
j

土
日
樋
川
川
中
島
韓
大
敵
川
川
市
Th
同

中
学
率
繋
ぎ
れ
た
方
自
襲
撃
さ
審
館
は
い
つ
も
あ
な
た
の
お
藷
マ
ス
チ

νオ
コ

y

す

よ

員

智

利
用
券
の
更
新
奇
4
舟
は
じ
め
か
ら
仔
苧
で
す
@
昂
務
や
仕
事
白
な
か
で
お
き
〔
さ
午
後
Z
時

な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
利
用
者
た
疑
問
に
酔
考
コ
ー
ナ
ー
を
ど
し
ど
し
マ
こ
ど
苔
ス
チ
レ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
貸
し
出
し
壱
う
け
る
と
一
き
に
申
し
ど
霜
用
く
だ
古
い
。

5
月
幻
臼
(
土
)
午
捜
2
時

出

で

く

だ

さ

い

@

催

し

鞠

a
m曹品聞の一一一階ホ
l

休
鎗
田

講
者
コ
ー
ナ
ー
-
一
一
害
事
-
一
白
ル
(
否
定
ハ
土
席
)
マ
俄
浦
河
J
H

e

コ
!
ナ
ー
で
は
マ
ス
テ
レ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

4
月
刊
叫
百
マ
月
点
休
品
開
5
・
4
弓
初
日
(
日
〉

事
典
、
人
名
鋭
、
年
鑑
、
白
書
、
地
図
(
土
)
午
後
3
時

マ

祝

日

体

館

日

・

4
月
間
四
百
(
土
)

郷
ナ
渓
棋
な
ど
り
夢
考
図
書
奇
襲
中
的
マ
日
間
園
会

5
月
日
比
日
(
臼
)
午

5
月
3
日
(
京
)

5
舟
5
自

…

訂

正

富

一

円

図

書

館

で

は

花

備

え

て

、

持

票

襲

に

関

す

る

質

径

一

持

参

昭
和
叫
年
度
に
問
に
等
岳
也
壁
掛
策
内
を
行
な
っ
て
い
マ
ζ
ど
も
聡
幽
金

5RMμ
日
(
包
)

ま

す

。

午

前

却

時

と

午

後

2
時
の

2
図
上
鋭

お妻皆号皆

同調

ロ
に
よ
る
ア
ト
ラ
タ
シ
ョ
ジ
戸
」
、
陣
太
鼓
保
存
岳
/
プ
ロ
花
よ
る
ア

警
蓄
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ト
タ
ク
シ
ク
台
余
融
問
中
ス

品

。

ジ

/

歌

謡

濃

鋲

殿

ざ

ま

キ

ン

グ

マ
樟
宵
祭
(
ボ
I
D
Yグ
大
会
ス
)
な
和
、
当
百
市
民
セ
y
b
日
1

4
舟
ぬ
臼
9
時
1
m四
時
ア
タ
イ
ボ
ヘ
入
場
さ
れ
た
人
に
拙
せ
ん
で
箆

ク
ル
:
ボ
!
y
y
グ
大
金
は
場
日
出
口
出
品
贈
呈
吉
hv
。

労
、
崩
区
間
、
官
公
庁
、
商
週
、
マ
メ
ー
デ
ー
大
会
百
月
1
8

ま
た
の
名
号
お
名
前
博
士
主
一
環
し
一
真
由
誇
横
山
「
一
渓
谷
社
刊

ま
れ
て
い
ま
す
。
一
y
y
ト
ド
リ
ぐ
/
ク
ス
窓
口
建
一

本
書
は
般
名
判
断
の
ー
で
も
な
い
、
一
京
こ
と
ば
議
寓
下
五
一

富
子
町
霞
史
で
も
な
い
、
白
本
人
目
投
一
壊
れ
た
庭
長
田
千
衣
子

の
現
状
分
析
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
角
一
金
捕
時
瓜
生
卓
造

庵
を
り
さ
了
タ
な
分
続
が
な
さ
れ
て
一
鯨
泊
先
滅
+AAvg

大
江
健
主
部
一

拍

り

ま

す

。

一

蛙

字

申

声

角

川

掠

議

日
本
人
の
姓
は
、
約
問
万
種
と
い
わ
一
生
藤
教
育
ス
門

p
a
ラ
ジ
グ
一
一
フ
ン

れ
、
そ
の
な
か
で
も
珍
ら
し
い
校
と
し
一
愛
と
寛
容
に
つ
い
て
石
井
押
築

震
古
代
室
零
皇
官
師
、
吉
良
一
で
薯
は
漢
字
会
議
吉
本
一
時
一
女
由
一
雪
山
源
氏
要

量
時
代
の
平
塚
あ
れ
こ
れ
な
ど
、
白
山
口
県
在
言
語
辞
自
治
路
」
完
一
フ
会
主
フ
回
一
議

ど
ろ
見
、
望
号
、
言
な
が
で
宝
章
宏
斉
一
一
一
郎
」
さ
ん
で
あ
一
ス
ト
ロ
ー
ブ
ム
ル
ボ

r繍

r告
し
て
い
る
わ
が
郷
七
宇
一
問
を
も
う
る
と
い
い
ま
す
。
前
密
は
カ
ヂ
ノ
コ
ロ
一
日
本
の
天
文
台
天
文
ガ
イ
ド
帽
翠
部

い
ち
ど
、
写
真
や
閉
山
を
過
し
て
ふ
り
か
ジ
、
録
者
は
サ
エ
モ
ジ
す
ブ
ロ
ヲ
と
よ
一
記
号
つ
ざ
い
ふ
う
外
国
四
綜
浬

え
っ
て
み
き
で
は
あ
主
せ
ん
か
。
さ
れ
が
持
仏
の
で
す
。
去
、
「
宇
一
暮
し
の
手
帖
絞

と
の
械
五
回
に
。
宙
」
吉
ん
、
「
世
界
」
さ
ん
、
「
太
一
犬
号
揖
う
知
恵
平
岩
米
吉

際
」
き
ん
、
「
月
」
さ
ん
と
い
p
h

ノ

殺

も

一

墨

経

柏

田

黄

平

日

本

人

の

磁

震

に

あ

る

言

で

す

。

一

喜

一

一

y

F

-

フ

ォ

ー

ム

台

関

お
な
じ
牲
で
も
よ
み
方
自
ち
が
い
、
一
投
界
ミ
ス
一
T
H
会
褒

λ
1
)

佐

久

間

捷

一
縦
波
姓
、
間
苦
闘
片
手
な
ど
議
議
百
常
生
一
皐
刈
醤
房

大
都
金
の
な
か
で
そ
由
人
の
姓
壱
き
活
白
な
か
で
も
何
度
か
経
験
レ
、
と
ま
一
日
本
自
作
家
於
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

〈
と
逆
児
童
県
が
わ
宮
主
主
ど
っ
た
り
す
る
さ
が
あ
る
も
の
で
一
川
襲
童
三
宮
南

主

い

暴

君

、

人

名

研

究

語

、

す

。

一

一

豊

白

婆

薬

事

一
ま
ぼ
ろ
し
の
鼠
蒸
留
長
谷
川
藤

守

車

言

語

答

署

朝

日

調

自
由
一
湿
っ
た
申
乾
い
た
空
芦
淳
之
介

官
一
一
…
一
一
グ
ア
ム
差
是
二
十
八
年

記
て
一
瞬
日
記
訓
間
関
祥
派
員
記
護
団

酔
一
読
一
陸
軍
量
構
量
一

時
一
月
叛
一
サ
ン
ケ
イ
新
問
問
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
特

認

川

一

刻

取

材

緩

期

る

さ

わ

材

MHnnnnH5uNH白日

平
み
串

重
喜
一
宜
哲
一
一
車
で
『
市
街
化
事
内
腿

月
間
近
夫
一
地
の
宅
地
な
み
一
課
税
反
対
に
鶴
吉
h
v

窓

池
豊
富
一
見
透
全
文
を
搭
載
し
た
が
、
訟
に

(
1、
2
〉
一
誤
の
が
あ
り
ま
し
た
.
お
わ
び
し
ま
す

D
チ
ャ
l
ド・

3
イ
ト
一
号
市
地
な
み
課
税
事
符
な
わ
ず
、
従
来

一
商
嗣
泰
英
一
ど
特
色
町
扱
い
が
吉
恕
Q

ょ
う
』
地
方

小
野
岩
次
郎
他
一
税
訴
の
敬
誕
を
透
か
に
行
な
わ
む
や
ぷ

大
宮
季
一
主
要
望

Z.
町

』

由

雲

量

竹
間
和
彦
一
植
。



嫡

鵬

欄

間

一

蹴

眠

鱒

嫡

醐

一

一

一

…

時

開

続

脚

h
M
Y…
〉

〉

〉

〉

〉

〉

崎

公

公

公

史

金

舘

殴

輔

公

公

公

、

代

窓

践

に

に

で

と

印

日

出

帆

ω
訪
問
山
口

組

旭

一

同

一

糊

紳

掛

均

一

一

間

綱

旭

一

位

一

掛

問

。

一

歌

山

一

程

一

山

問

問

問

問

問

問

問

時

醐

醐

鵬

欄

鵬

所

呼

出

醐

閥

均

閥

謹

臨

路

一

一

誤

認

一

回

芯

叩

叩

印

公

見

会

公

公

公

公

支

回

公

mm
見

公

公

公

公

患

遺

せ

綴

曜

に

で

臨

窓

際

山

場

原

土

曜

町

資

替

水

g
沢

菱

銀

輔

湯

原

土

野

賀

善

京

急

混

わ

沼

田

瞭

烈

日

急

病

続

続

会

中

館

富

大

須

山
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箆議霊尽の急患

結i盟貌縄問調車務譲務藤議沼環麗務露惑輔富駿祭髭濯調融輔蕗繭騒動寝醐

? 25日

~ 26日
夕'n日

夕 30S

騒騒騒
霊童討議・掻積当日RIii湾3か月を経過

して四か月までの君幼児iC生 後18か
』習に達するまでに 2色!日服用をすま

骨る〉

纏時揮電・ E千三後 1時30分から 3時まで

ただし、接日iの会場は午後2時か

ら 3時まで

翻注意霊'否認ぜき・ジフテDア・波

書高原混合予防按腫を授けてから .2
躍脚」たってから生ワクチン投与を
援貯でくだ吉し、。下痢をしている人

悼、必ず会場の医師に申し出てくだ

さい。

輔巡回目 趨

4月 17白金自民1"抗告d中央凝昔話

三士fミ支所。18日 捺F問主主R館接金田公

l'êJ!1l す;，~崎公民館

? 19自 民三喜公s'iお神田公民館

'" 20日 富島ゴj[公民館 j由公葺諸富

? 21日 大野公叉除完域高公民重宮

? 25日 八料公民館横内問慌娃著書

正ミFち

? 26臼花水公安f官
.. 27臼須Wdý~aj{1日

.. 28日 中涼J""止命 II長託公民錯

盟問象・ 1期~担#勺臼lこ総6か月

を経過して24e"nョミ巴乳幼渇 C2
翻の人はうけれれで叫ん〉

正注)IJ、児マヒワクチン投号壱受

町て、 1かJ-Jたそシてか了ノ暦bを受け

て〈だきし、。

:湿疹白ある人は、百ず会場で法鍋
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検
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。
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縄
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。
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台
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28より受け付けます

午書官9罪事から (35人以下}

9蒋50分から(船人以下〉

問時40分からの哲人以下}

11鴻 30分から (35人以下}

午後宮跨から (35人以下}

官時5自分から(畠昌人以下}

2崎将分から (50人以下}

3棒切分から (35人以下〉

4時 20分から (35人以下〉
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、.
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、嗣畠

戸籍伎箆翼寵などの誇求!こは絵復興tJ空
軍Ul'拐できます

間隣地区{閥的公民館) 5話一む572

城島地区{城島公民館) 55-1525 

金問地B:(金沼公民舘) 31-2136 

笠沼地区{愛関長昔話) 31-1526 

11草地区{渇農協)31-2211 

金創地区〈余白公民館) 58一世101

土沢地区〈土沢農協) 58-0560 

神沼地区〈祢沼農協) 55-0009 

翻五富叩4車電車篭喜聾底の総括主碑
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